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事業種別 政策

2 施策№ 22 事業№平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 1 終了
事務事業名 英語教育推進事業

会計 一般会計

H27担当課等名 学校教育課 H27係等名 学務係 H26係等名 学務係

基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

施策 22 義務教育の充実

目
的

対象（誰・何を） 市内小中学校児童生徒

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

中学校生徒数（5/1現在） 3168
意図（どういう状態
にするか）

中学生には英話による外国人とのコミュニケーション能力
の向上、小学生には、国際感覚と、外国語の必要性を認
識する動機づくり

小学校児童数（5/1現在） 5751向上させたい上位施
策の成果指標

市内児童生徒の基礎学力の水準

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

成果
指標

英語指導助手の中学校英語授業時数の割合 20 21 20 20

成果
指標

英語指導助手の小学校外国語活動（5・6年）の1クラス当
りの年間参加時数

25 25 25 25

定性
目標

事
業
概
要

小中学校に外国籍の英語指導助手を配置し、小学校では外国語活動を、中学校では英語教育を推進する。
１　児童生徒に生きた英語を学ばせることで英語でのコミュニケーション能力を身につける。
２　外国人との交流機会による国際感覚を育成する。

事業内容 名称 活動指標

26
年
度
事
業
内
容

１　中学校に英語指導助手6人を配置、小学校は月2回程度英語指導助
手2人を派遣する。
（１）担任教諭とティーム・ティーチングを実施しコミュニケーション活動の充
実を図る
（２）外国語活動用教材の研究と充実を図る
（３）英語指導助手の資質向上のための研修機会を作る

１　英語指導助手配置数（小・中） １　8人

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 32,464 32,891 32,576 32,707

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源 32,464 32,891 32,576 32,707

人件費計（千円）② 429 429

正規職員所要時間 120 120

臨時職員所要時間 0

総事業費①+② 32,893 32,891 33,005 32,707

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

ELTを派遣することで、日本人教員では行うことができない国際理解の促進や、自らコミュニケーションをとろうとする姿勢を育
むことができた。

改革改善
の考え方

①問題
点

外国語活動の小学校低学年への拡大を見据え、人材確保をどのよう持続していくか。

②改革
提案

採用が必要な場合はAPU、国内のELT経験者などに対する広報活動を実施する。


